
－２７３－

令和４年第１回京丹波町議会定例会（第４号）

令和４年３月２２日（火）

開議 午前 ９時００分

１ 議事日程

第 １ 諸般の報告

第 ２ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について

第 ３ 議案第 ４号 京丹波町自主放送施設の設置及び管理に関する条例の制定につい

て

第 ４ 議案第 ５号 京丹波町支所設置条例の一部を改正する条例の制定について

第 ５ 議案第 ６号 京丹波町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

第 ６ 議案第 ７号 京丹波町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例の制定について

第 ７ 議案第 ８号 京丹波町職員の給与に関する条例及び京丹波町一般職の任期付職

員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第 ８ 議案第 ９号 京丹波町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

第 ９ 議案第１０号 京丹波町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

第１０ 議案第１１号 京丹波町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定について

第１１ 議案第１２号 京丹波町地域福祉計画の策定について

第１２ 議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算

第１３ 議案第１４号 令和４年度京丹波町国民健康保険事業特別会計予算

第１４ 議案第１５号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療特別会計予算

第１５ 議案第１６号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計予算

第１６ 議案第１７号 令和４年度京丹波町下水道事業特別会計予算

第１７ 議案第１８号 令和４年度京丹波町土地取得特別会計予算

第１８ 議案第１９号 令和４年度京丹波町育英資金給付事業特別会計予算

第１９ 議案第２０号 令和４年度京丹波町町営バス運行事業特別会計予算

第２０ 議案第２１号 令和４年度京丹波町須知財産区特別会計予算

第２１ 議案第２２号 令和４年度京丹波町高原財産区特別会計予算
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第２２ 議案第２３号 令和４年度京丹波町桧山財産区特別会計予算

第２３ 議案第２４号 令和４年度京丹波町梅田財産区特別会計予算

第２４ 議案第２５号 令和４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計予算

第２５ 議案第２６号 令和４年度京丹波町質美財産区特別会計予算

第２６ 議案第２７号 令和４年度国保京丹波町病院事業会計予算

第２７ 議案第２８号 令和４年度京丹波町水道事業会計予算

第２８ 議案第２９号 令和３年度京丹波町一般会計補正予算（第９号）

第２９ 議案第３０号 令和３年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

第３０ 議案第３１号 令和３年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

第３１ 議案第３２号 令和３年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

第３２ 議案第３３号 令和３年度京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

第３３ 議案第３４号 令和３年度京丹波町育英資金給付事業特別会計補正予算（第１号）

第３４ 議案第３５号 令和３年度京丹波町町営バス運行事業特別会計補正予算（第２号）

第３５ 議案第３６号 令和３年度京丹波町須知財産区特別会計補正予算（第１号）

第３６ 議案第３７号 令和３年度京丹波町高原財産区特別会計補正予算（第１号）

第３７ 議案第３８号 令和３年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）

第３８ 議案第３９号 令和３年度京丹波町梅田財産区特別会計補正予算（第１号）

第３９ 議案第４０号 令和３年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計補正予算（第１号）

第４０ 議案第４１号 令和３年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第２号）

第４１ 議案第４２号 令和３年度京丹波町水道事業会計補正予算（第２号）

第４２ 発委第 １号 京丹波町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

第４３ 発委第 ２号 京丹波町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について

第４４ 閉会中の継続調査について

２ 議会に付議した案件

議事日程のとおり

３ 出席議員（１２名）

１番 山 﨑 裕 二 君

２番 伊 藤 康 二 君
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３番 居 谷 知 範 君

４番 谷 口 勝 已 君

５番 東 まさ子 君

７番 畠 中 清 司 君

８番 山 﨑 眞 宏 君

９番 西 山 芳 明 君

１０番 隅 山 卓 夫 君

１１番 松 村 英 樹 君

１２番 森 田 幸 子 君

１３番 梅 原 好 範 君

４ 欠席議員（１名）

６番 山 田 均 君

５ 説明のため、地方自治法第１２１条の規定により出席を求めた者（２０名）

町 長 畠 中 源 一 君

副 町 長 山 森 英 二 君

参 事 中 尾 達 也 君

企 画 財 政 課 長 松 山 征 義 君

総 務 課 長 長 澤 誠 君

税 務 課 長 中 井 伸 幸 君

住 民 課 長 久 木 寿 一 君

福 祉 支 援 課 長 岡 本 明 美 君

健 康 推 進 課 長 永 海 貴 子 君

こども未来課長 木 南 哲 也 君

医 療 政 策 課 長 豊 嶋 浩 史 君

農 林 振 興 課 長 大 西 義 弘 君

にぎわい創生課長 栗 林 英 治 君

土 木 建 築 課 長 山 内 和 浩 君

上 下 水 道 課 長 中 川 豊 君

会 計 管 理 者 十 倉 隆 英 君
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瑞 穂 支 所 長 上 林 太 志 君

和 知 支 所 長 藤 井 雅 文 君

教 育 長 松 本 和 久 君

教 育 次 長 堂 本 光 浩 君

６ 欠席執行部（０名）

７ 出席事務局職員（３名）

議 会 事 務 局 長 堀 友 輔

書 記 山 口 知 哉

書 記 山 本 美 子
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開議 午前 ９時００分

○議長（梅原好範君） 皆さん、おはようございます。

本日の会議は、出席者の入場前の検温、手指消毒を行い、出席者及び傍聴者におかれても

マスク着用としております。

また、感染防止対応のため、水筒等での飲料の持込みを許可しております。

ただいまの出席議員は１２名であります。

定足数に達しておりますので、令和４年第１回京丹波町議会定例会を再開します。

直ちに本日の会議を開きます。

《日程第１、諸般の報告》

○議長（梅原好範君） 日程第１、諸般の報告を行います。

山田 均議員から本会議を欠席したい旨、届出があり、受理しましたので報告します。

本会期中に、各常任委員会並びに特別委員会が開催され、提出議案等の審査が行われまし

た。

３月１６日、議会運営委員会が開催され、本定例会最終日の運営等について協議され、同

日に全員協議会が開催されました。

本定例会までに受理した要望書をお手元に配付しております。

京丹波町情報センターに対し、本日の本会議の収録データの編集、放映を依頼しましたの

で報告します。

以上で、諸般の報告を終わります。

《日程第２、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について》

○議長（梅原好範君） 日程第２、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題と

します。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

お諮りします。

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について、原案のとおり推薦者を適任として答申

することにご異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

よって、諮問第１号は、原案の推薦者を適任とし、答申いたします。

《日程第３ 議案第４号 京丹波町自主放送施設の設置及び管理に関する条例の制定につい

て》

○議長（梅原好範君） 日程第３ 議案第４号 京丹波町自主放送施設の設置及び管理に関す

る条例の制定についてを議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） 経過措置ということで数字の３のところに書いてありますが、ケーブ

ルテレビネットワーク、あるいはまたケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例の規

定によりなされた処分、手続その他の行為については、なお従前の例によるとありますけれ

ども、これは例えばどういうことが考えられるのかお聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 松山企画財政課長。

○企画財政課長（松山征義君） ただいまのご質問でございますけれども、ケーブルテレビの

加入申込みやサービスの利用申請などにより使用料等が発生したものにつきまして、引き続

き徴収を行っていくなど一定の事項につきましては、旧条例の規定が適用された場合と同様

に取り扱うものということでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第４号を採決します。
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議案第４号 京丹波町自主放送施設の設置及び管理に関する条例の制定について、原案の

とおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第４号は、原案のとおり可決されました。

《日程第４、議案第５号 京丹波町支所設置条例の一部を改正する条例の制定について》

○議長（梅原好範君） 日程第４、議案第５号 京丹波町支所設置条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

山﨑君。

○１番（山﨑裕二君） 現段階での支所の移転の見込みと、和田田中６番地１外について、外

の部分について答弁を求めます。

○議長（梅原好範君） 上林瑞穂支所長。

○瑞穂支所長（上林太志君） ただいまのご質問に対して、移転の見込みということで、これ

まで２回入札が不調に終わったわけですけども、今月中に役場内の関係者が集まりまして、

そのあたりの原因を設計の内容を含めまして究明しまして、今後どういった形で発注してい

こうかなという対策を考えたいというふうに思っております。したがいまして、移転の見込

みということはまだちょっといつ頃ということは現段階では言えない状況であります。

それと、移転先の住所でございます。移転先につきましては、瑞穂保健福祉センターの住

所ということになっておりまして、今回、代表地番の和田田中６番地１外としておりますが、

それ以外に１２筆ございまして、全て申し上げませんが、代表地番が６番地１ということに

なっております。

以上です。

○議長（梅原好範君） 暫時休憩します。

休憩 午前 ９時０６分

再開 午前 ９時０７分

○議長（梅原好範君） 休憩を解きます。

引き続き質疑を受け付けます。

ほかに質疑はありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第５号を採決します。

議案第５号 京丹波町支所設置条例の一部を改正する条例の制定について、原案のとおり

決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第５号は、原案のとおり可決されました。

《日程第５、議案第６号 京丹波町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について》

○議長（梅原好範君） 日程第５、議案第６号 京丹波町印鑑条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） マイナンバーカードを使って印鑑証明をコンビニで交付を受けるとい

うことであります。日本共産党は、マイナンバーカードについては国民の所得や資産、社会

保険給付を把握し、国民の徴税強化、社会保障給付削減ということで反対はしているわけで

ありますけれども、この交付を受けるのにはマイナンバーカードが必要だということで、コ

ンビニでのいろんな行政上の手続については別に反対はしておらないところであります。委

員会でも聞いたかも分かりませんけれども、マイナンバーカードの本町の交付率、それから

国の水準より交付率が低いと思いますけれども、マイナンバーカードの交付が進まない理由

というのはどういうことによるのか見解をお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） マイナンバーカードの交付率でありますが、３月６日現在で３０．
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２％となっております。既に申請をされた件数の割合になりますと３６．３％ということに

なっております。

２月１日現在ですけども、国の交付率が４１．８％となっておりまして、全国に比べて低

い状況であります。進まない理由ということでございますが、様々あると思いますが、主に

は、やはり高齢者の方が多いということが原因ではないかなというふうに思っております。

以上です。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより、議案第６号を採決します。

議案第６号 京丹波町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について、原案のとおり決す

ることに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第６号は、原案のとおり可決されました。

《日程第６、議案第７号 京丹波町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例の制定について》

○議長（梅原好範君） 日程第６、議案第７号 京丹波町特別職の職員で常勤のものの給与及

び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） これは、期末手当のことが提起されているわけであります。毎年１２

月に国の人事院勧告によって本町の職員の皆さんの期末手当についてもそれに準じて改正が
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されるわけであります。今回は、１２月に期末手当が国に準じて減額となっております。こ

れが１２月には措置されなかったということで、１２月分と令和４年度の６月分を合わせて

減額するということであります。１２月にはコロナ禍でいろいろと大変だということで、１

２月には措置がされなかったということであります。今現在においても、６月においても、

なかなか状況は変わっていないと思いますけれども、今回、１２月と６月分の期末手当の減

額をされるに当たり、職員組合の皆さんのご意見などはどのように受け止めておられるのか。

また、本町は、ラスパイレス指数が京都府下でも低いと思いますけれども、京都府下でどの

ぐらいの位置にあるのかお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） 職員組合との協議でございますが、三役の方に寄っていただきま

して協議をさせていただきました。その中でこういった状況等も説明させていただく中で、

一定ご理解いただいたというふうに思っておりますし、そういったところで了解していただ

いたというようなお返事をいただいてます。

ラスパイの関係でございますが、本町につきましてもそんなに高くはございません。全国

的にどういった位置にあるかということにつきましては、現在、資料を持ち合わせておりま

せんので明確なことは言えませんが、今まででございましたら、一定、国に比べまして水準

に達していないような状況であるかというふうに理解しております。

以上です。

○議長（梅原好範君） 東君。

○５番（東まさ子君） 全体の減額はどのようになるのかお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） 今回の特別職の職員につきまして条例を提案させていただいてお

ります。これにつきまして影響額でございますが、共済組合の負担金等の部分にも影響がご

ざいまして、それを含めますと約４４０万円というように試算しております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○５番（東まさ子君） 失礼をいたしました。

私、議案を１つ飛ばしておりまして、議案第８号のところの質疑をいたしておりました。

今言った内容については一部訂正をさせていただきます。

それで、特別職の皆さんの減額というのは幾らになるのかお聞きをしておきたいと思いま

す。
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○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） 先ほども申しましたように、４４０万円程度を見込んでおります。

それと、先ほどのラスパイの関係でございますが、本町、若干データは古いわけでござい

ますが、令和２年４月１日現在で９３．１％でございます。全国平均が９６．４％というよ

うな状況でございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

山﨑君。

○１番（山﨑裕二君） ただいまの答弁で４４０万円とありましたが、どこからどこになった

ら４４０万円という額になるのか。もう一度、答弁をお願いします。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） まず、給料と期末手当の額が減額されるということでございます。

こちらにつきましては、給料の分が約２３０万円程度になりますし、期末手当で８０万円程

度でございます。残り共済組合の負担金の分で約１３０万円程度というような試算をしてお

ります。合わせて、先ほど申しました４４０万円程度というような試算をしております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第７号を採決します。

議案第７号 京丹波町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例の制定について、原案のとおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第７号は、原案のとおり可決されました。
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《日程第７、議案第８号 京丹波町職員の給与に関する条例及び京丹波町一般職の任期付職員

の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について》

○議長（梅原好範君） 日程第７、議案第８号 京丹波町職員の給与に関する条例及び京丹波

町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

します。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） 先ほども聞いておりましたのはそれはそれとして、この条例で会計年

度任用職員の期末手当というのは議案第８号に載っているのか。会計年度任用職員の期末手

当についてはどのようになっているのかお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） 今回は、会計年度任用職員の分はこの条例には入っておりません。

再任用の職員、また特定任期付職員は入っておりますけど、任用職員につきましては、次の

議案第９号で提案させていただいております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第８号を採決します。

議案第８号 京丹波町職員の給与に関する条例及び京丹波町一般職の任期付職員の採用等

に関する条例の一部を改正する条例の制定について、原案のとおり決することに賛成の方は

挙手願います。

（全員 挙手）
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○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第８号は、原案のとおり可決されました。

《日程第８、議案第９号 京丹波町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例の制定について》

○議長（梅原好範君） 日程第８、議案第９号 京丹波町会計年度任用職員の給与及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） 先ほどもお尋ねしておりましたけれども、会計年度任用職員の期末手

当の減についてはどのようになっているのかお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） 先ほどの議案第８号に準じた形となります。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○５番（東まさ子君） 今回の期末手当の減額については、勤勉手当の部分が減額となってお

ります。会計年度任用職員については勤勉手当しかありませんので、一般の職員に比べて減

額が大きいのではないかと思いますけれども、その見解をお聞きしておきます。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） それぞれ率が違うということでございます。一般職に比べまして

減額率も低いということでございます。そのあたりで任用職員の方々につきましても措置さ

れているというところで、率の違いによって対応しているというような状況でございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第９号を採決します。

議案第９号 京丹波町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、原案のとおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第９号は、原案のとおり可決されました。

《日程第９、議案第１０号 京丹波町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について》

○議長（梅原好範君） 日程第９、議案第１０号 京丹波町消防団員の定員、任免、給与、服

務等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１０号を採決します。

議案第１０号 京丹波町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、原案のとおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第１０号は、原案のとおり可決されました。

《日程第１０、議案第１１号 京丹波町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定につい
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て》

○議長（梅原好範君） 日程第１０、議案第１１号 京丹波町地球温暖化対策実行計画（区域

施策編）の策定についてを議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） 京丹波町地球温暖化対策実行計画ということで、２０３０年度までの

計画及び長期的な計画として２０５０年度を目指した計画となっております。特に、地球温

暖化対策の計画というのは、これまでも行ってきたと思うんですけれども、今回の令和４年

度の一般会計予算では、電気自動車への助成制度が上げられておりますけれども、町が今回

これまでの計画と違って特に力を入れて温暖化対策に挑もうとしている中身についてお聞き

をしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 暫時休憩します。

休憩 午前 ９時３０分

再開 午前 ９時３０分

○議長（梅原好範君） 休憩を解きます。

久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） 最初に、電気自動車の助成というふうにおっしゃいましたが、町

が先導的な取組として電気自動車を公用車に導入するということで予算のほうをお願いして

いる状況にありますので、よろしくお願いします。

前計画も実行計画があったわけでございますが、当時、それも基準年度は２０２３年度と

同じになっております。２０１６年度策定になってまして、５年計画になってたんですけど

も、当時の目標は排出量、２０２０年度でマイナス５．８％の温室効果ガス削減となってお

ります。

今回の計画では、２０１８年度になりますけども、２９．７％既に削減しているという推

計を出しております。２０３０年度に向けた前計画についても、それを上回る削減量となっ

ております。これにつきましては、これまでの町独自の取組に加えて、国の施策、世界的な

流れの中での地球温暖化に対する取組が急展開された結果だというふうに思っております。

今後につきましては、国の役割、都道府県の役割、市町村の役割がそれぞれあると思いま

すので、町ができること、また町民の皆さんができること、それは日々、地球温暖化対策を

意識して自らが小さな取組であっても、省エネ等の取組を地道にやっていただくことが大切
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になってまいります。そのあたりをしっかり町民の皆様と一緒にできるように広報も含めて

取り組んでいきたいと思っております。

以上です。

○議長（梅原好範君） ほかにありますか。

山﨑君。

○１番（山﨑裕二君） ３３ページに関わって質疑をします。

公共施設の再生可能エネルギー発電施設等の設置状況です。ここには計画年度の関係、設

置年度の関係かと思うんですが、たんばこども園に太陽光発電があるのかないのかといった

ところが分からない内容になっていますので、まずそこについてどうなっているのかという

こと。

公共施設において、法が定める最低の基準を付けているという状態かなと思うんですが、

庁舎でも１０キロワットしかありません。そういった状況から一歩先に進んで、今後の公共

施設に関しては、もう少し屋根に太陽光発電を設置するといったことも考えていかないと、

この計画はなかなか達成できないのではないかというふうに思います。そういったところに

ついての答弁を求めておきます。

○議長（梅原好範君） 久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） たんばこども園におきます太陽光発電については、この設置の状

況に入れておりません。

公共施設における太陽光発電施設の設置についてですけども、それにつきましては、住宅

用の太陽光発電設備の補助金も設けて推進しておりますし、また、公共施設につきましても

住宅の推進と併せて、財政的な検討も必要でありますけども、積極的に設置できるように検

討してまいりたいと思っております。

以上です。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１１号を採決します。

議案第１１号 京丹波町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定について、原案の

とおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第１１号は、原案のとおり可決されました。

《日程第１１、議案第１２号 京丹波町地域福祉計画の策定について》

○議長（梅原好範君） 日程第１１、議案第１２号 京丹波町地域福祉計画の策定についてを

議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） ５ページの地域福祉計画とはということで、計画の役割に、自助、共

助（互助）、公助と挙げられております。公助についてでありますけれども、説明として、

自助・共助では支えることができない問題に対して、最終的に対応する制度ということにな

っております。いろいろと町民の皆さんがボランティア活動なんかもされております。そし

て、そうしたサービスを高齢者の皆さんが気持ちよく利用されているということがあります。

しかしながら、ボランティア活動をする人たちも、そして利用する人たちも、公的なサー

ビスがきちんと保障されていなければ、なかなか活動も、そして利用するにしても、安心し

てできないというふうに思います。これまでいろいろとサービスが行われてきた中で、公的

な支援がなくなって、楽しみにしておられたサービスもなくなってしまったというような例

もありました。やはり町が高齢者の皆さんが安心して暮らせるためのそういうサービスをき

ちんと保障していなければ、幾ら地域の皆さんが頑張って取り組んでも、なかなか難しいこ

とも起きてくるのではないかと思います。やはり公助が後になっているということについて

は、ここにはどういう意味で書いておられるのかお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 岡本福祉支援課長。

○福祉支援課長（岡本明美君） 計画書の５ページの分についてのお尋ねでございますが、や

はり自助なり互助（共助）につきましては、それぞれ住民の皆様方の持っておられますお力

といいますか、役割といいますか、そういう社会参加的なことの行動につきましても、ぜひ
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取組をお世話になりたいと思っております。そういった中で、それぞれが介護予防につなが

りましたり、生きがいづくりにつながりましたり、そういうような効果もございますので、

ぜひ無理のないところでご活躍いただける場というのは必要であると思っております。そう

いった中で、ボランティア的な部分では補えないところをしっかりと公助ということで、町

なり府なり国なりが保障をしていくということが必要であろうかと思っております。

町としましては、サロンの活動支援の事業に経費を補償させていただいておりまして、保

険等の費用の負担をさせていただいてるようなところもございます。また、ボランティアの

育成についての事業も社協さんを通じたりしてお世話になっているところでございます。そ

ういったところでは、公費の負担というのも必要であろうと思いますので、今後も続けてい

きたいと思っております。また集まりにつきましても、少し形を変えながらではございます

が、新たな集まりの場も町のほうで考えたりしまして作っていっておりますので、それぞれ

の役割で力を合わせていろんな取組、まちづくりができればということを思っております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１２号を採決します。

議案第１２号 京丹波町地域福祉計画の策定について、原案のとおり決することに賛成の

方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第１２号は、原案のとおり可決されました。

《日程第１２、議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算～日程第２７、議案第２８号

令和４年度京丹波町水道事業会計予算》
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○議長（梅原好範君） 日程第１２、議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算から、

日程第２７、議案第２８号 令和４年度京丹波町水道事業会計予算を一括議題とします。

１６件について、予算特別委員会委員長の報告を求めます。

隅山委員長。

○予算特別委員会委員長（隅山卓夫君） 暫時休憩をお願いします。

○議長（梅原好範君） 暫時休憩をします。

休憩 午前 ９時４２分

再開 午前 ９時４４分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

隅山委員長。

○予算特別委員会委員長（隅山卓夫君） 最初に、訂正のお願いがございます。謹んでご報告

申し上げますので、よろしくお願いしたいというふうに思っております。

なお、正規に直したものにつきましては、休憩後に再配付をいたしますので、どうぞよろ

しくお願いします。

間違いは、事件の番号、議案第１２号から議案第２７号でございますけれども、一筆一筆

が１号ずつ繰上げをしなければなりません。

具体的に申しますと、議案第１２号 令和４年度京丹波町一般会計予算が議案第１３号に

なりまして、以降、同じく１号ずつ繰上げをさせていただいて報告をさせていただこうと思

っております。どうぞよろしくお願いします。

それでは、３月９日及び１０日に開催しました予算特別委員会の審査結果について報告い

たします。

なお、この委員会につきましては、皆さん委員としてお世話になりましたので、審査の経

過、内容につきましては、ご承知いただいておりますので、省略をさせていただきまして、

審査結果のみの報告とさせていただきます。

それでは、朗読をして報告とさせていただきます。

委員会審査報告書。

本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので会議規則第７７条の

規定により報告します。

事件の番号、件名、審査結果の順に報告をいたします。

議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算、原案可決。

議案第１４号 令和４年度京丹波町国民健康保険事業特別会計予算、原案可決。
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議案第１５号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療特別会計予算、原案可決。

議案第１６号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計予算、原案可決。

議案第１７号 令和４年度京丹波町下水道事業特別会計予算、原案可決。

議案第１８号 令和４年度京丹波町土地取得特別会計予算、原案可決。

議案第１９号 令和４年度京丹波町育英資金給付事業特別会計予算、原案可決。

議案第２０号 令和４年度京丹波町町営バス運行事業特別会計予算、原案可決。

議案第２１号 令和４年度京丹波町須知財産区特別会計予算、原案可決。

議案第２２号 令和４年度京丹波町高原財産区特別会計予算、原案可決。

議案第２３号 令和４年度京丹波町桧山財産区特別会計予算、原案可決。

議案第２４号 令和４年度京丹波町梅田財産区特別会計予算、原案可決。

議案第２５号 令和４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計予算、原案可決。

議案第２６号 令和４年度京丹波町質美財産区特別会計予算、原案可決。

議案第２７号 令和４年度国保京丹波町病院事業会計予算、原案可決。

議案第２８号 令和４年度京丹波町水道事業会計予算、原案可決。

以上でございます。

冒頭に申し上げましたミスプリントにつきまして、真摯に反省をしたいと思っております。

どうぞよろしくお願いします。

○議長（梅原好範君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

東君。

○５番（東まさ子君） それでは、議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算に反対の

討論を行います。

まず、最初に一言申し上げます。

新型コロナ新規感染者数のピークは過ぎたものの、連日、新聞紙上では京都府内もお亡く

なりになっている方があります。闘病中の皆さんにお見舞いを申し上げるとともに、お亡く

なりになりました方々に心から哀悼の意を表するものであります。

また、あわせて、感染対策、暮らしや営業を守るために業務に当たっていただいておりま
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す職員の皆さんに感謝申し上げます。

それでは討論に入ります。

コロナ感染症発生から３年目になります令和４年度一般会計予算は、町長就任後の初の当

初予算となります。町長は、本町の財政状況は、地方債の発行に総務大臣の許可が必要とな

る１８％に逼迫しており、計画的な繰上償還と地方債の発行抑制により、この状況を回復す

るため懸命に取り組んでいると言われております。

また、限られた財源の中で、住民サービスの維持向上を図るには、事業の選択と集中を推

し進め、歳出規模を見極めることが重要と述べておられます。

こうした背景の下、まちづくりを進めるとされているところであります。

今、新型コロナのオミクロン株による感染拡大や貧困と格差が拡大する中で、住民の命、

暮らし、営業を守ることが最優先の課題であります。

まず１点目、本町の役割としてコロナ対策は不十分であります。

オミクロン株の感染拡大が本町でも深刻な状況の中で、重症化を防ぐ上でも、感染を抑え

込むためにも、ＰＣＲ検査の拡充が必要であります。体制がないのなら、抗原検査も実施す

べきであります。

また、濃厚接触者への食料や日用品の提供なども希望されている人には感染対策上からも、

府がしないのであれば町が独自で提供すべきであります。

次に、デジタル化の推進についてであります。

昨年９月に施行されましたデジタル関連法は、自治体などが保有する個人情報を企業利益

のために利活用する仕組みづくりであり、自治体独自の個人情報保護の仕組みを抑制するも

のであります。個人情報の利用提供の制限を定めた本町の個人情報保護条例第９条などを国

の言いなりで改定することは許されません。例規集管理事業の５３０万２，０００円は、個

人情報保護体制構築を支援事業として予算化され、個人情報に関わっての説明があり、法の

施行により全国統一して改正が必要とありましたが、認めることはできません。

また、マイナンバーカードの普及促進、利活用の誘導策が取られております。その内容は、

新たなカードを取得した人、前に取得したが、まだポイントをもらっていない人がキャッシ

ュレス登録をした場合、５，０００円のポイントを付けるマイナポイント。それから、カー

ドを健康保険証として使用するための登録をしたら７，５００円。公金受取り用として銀行

口座にマイナンバーをひもづけする登録をした人には７，５００円。以上、最大２万円のポ

イントを付けるというものであります。

政府は、マイナンバー制度によって、公平公正な負担と給付の実現を掲げておりますけれ
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ども、国民の所得、資産、社会保障給付を把握し、国民への徴税強化、社会保障給付削減を

進める仕組みであります。マイナンバー制度は廃止すべきであります。

次に、貧困と格差が拡大する中で、子育て・高齢者支援が求められております。コロナ禍

の下、子育て世代の経済的困窮が広がる中、学校給食費の無償化に計画的に取り組むべきで

あります。また、国保税の本町の子どもの均等割は国と同基準であります。支援をすべきで

あります。

次に、中小企業小規模事業対策については、支援制度の周知の徹底、手続の簡素化、支援

の対象から外れた人に対する支援を求めるとともに、一度全ての事業所に対する実態調査を

行うべきであります。

次に、農業は、米価の下落や肥料や原油の高騰、資材の高騰で農家の経営は深刻で危機的

な状況であります。農地の規模拡大やスマート農業の推進だけではやっていけません。価格

補償や所得補償を求めるものです。

次に、昨日の新聞報道にもありましたけれども福知山市民病院大江分院の病床数を１６床

減らすという報道がありました。国が再編や統合の議論が必要と名指しをいたしました４２

４の公的公立病院に国保京丹波町病院も含まれております。コロナ禍における医療逼迫の教

訓を踏まえ、医療費抑制や病床削減路線を中止し、医師・看護師の抜本的増員へかじを切る

とともに、医療機関の減収補塡と財政支援、医療従事者の待遇改善を行うよう国に強く求め

るべきであります。

以上、指摘をし、反対討論といたします。

○議長（梅原好範君） ここで暫時休憩とします。

休憩 午前 ９時５７分

再開 午前 ９時５８分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

次に、原案に賛成者の発言を許可します。

西山君。

○９番（西山芳明君） ただいま上程となっております議案第１３号 令和４年度京丹波町一

般会計予算につきまして、賛成の立場で討論を行います。

畠中町政の本格的な町政運営の中でも、特に要となります令和４年度一般会計予算につき

ましては、一言で申し上げ、畠中町長が思い描く将来の本町におけるまちづくり構想の推進、

加えて、令和元年度に京都府政が策定した京都府総合計画における京都丹波地域の総合計画

にも相通じる施策を多く盛り込んだ取組が極めて明確に示されている予算であることを高く
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評価します。

町長は、元気、希望、笑顔のあふれる幸せのまちづくりのスタートアップ予算と位置づけ

られており、その重点施策においては、１つ目に、健やかで幸せな食のまちづくりとして、

ウェルネスタウン、すなわち身体の健康だけではなく、精神、環境、社会全体が健康である

まちづくり予算として、ウェルネスタウンやフードバレー等の調査研究事業費や、京野菜産

地基盤づくり事業、通学路等安全対策など新規の１０事業をはじめ、鐘乳洞公園の管理運営

事業や丹波くり振興事業、国保京丹波町病院の機器更新事業等、拡充予算が盛り込まれてお

ります。

また、２点目の教育と子育てのまちづくりでは、こども園運営事業や地域の宝「人材・文

化財等」調査活用推進事業、中学校のトイレ改修事業など新規に４事業、瑞穂地区の学童保

育施設整備に向けた調査研究等を盛り込んだ学童保育事業や、２人目以降の育英資金も全額

給付など６事業を拡充するなど、子育て環境の一層の充実に取り組む姿勢が示されています。

また、３点目の人のふれあいを感じるまちづくりでは、本町の特色や魅力を広くＰＲを行

うプロモーション戦略推進事業や、新婚世帯への住宅確保に要する費用の支援、道の駅「さ

らびき」改修工事設計業務の実施など新規事業として９事業のほか、移住促進や災害対策、

観光推進に係る事業の拡充などに積極的な予算編成が行われております。大変厳しい財政状

況にありながら、これからの新たなまちづくりへの積極的かつ強い意欲を示された予算であ

ることを高く評価して、賛成討論とします。

以上で、賛成討論を終わります。

○議長（梅原好範君） ほかに討論はありませんか。

伊藤君。

○２番（伊藤康二君） 議席番号２番、伊藤康二でございます。

ただいま議題となっております議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算に賛成の

立場から討論を行います。

令和４年度の予算規模１０６億９，４００万円、前年度比マイナス１８億３，７００万円、

１４．７％の減となっており、新庁舎・認定こども園建設が竣工し、合併以来、最大規模の

予算であった昨年度予算を踏まえ、本年度においては、さらなる施策の推進と財政健全化の

両立を図る予算編成となっています。

また、町債も７億７，９４０万円と令和３年度より１８億９，５２０万円抑え、財政難の

今日、本町の借入金を削減し、なおかつ歳出の公債費は１３億７，４００万９，０００円と

なっています。
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また、接種事業のほか感染症対策の強化を行い、ウェルネスタウン構想を実現するため、

健康促進を発展させる新規事業を設立、また、調査研究事業、自然豊かな環境の中で作られ

る地場産業の発展を促進するフードバレー構想、事業者支援連携の推進や食を発展させる調

査研究事業、また、安全で安心な暮らしを守るため、災害に強い町の構築に向け、本年度に

ついては通学路の交通安全対策、ため池防災対策ほか防災意識の向上に着目した地域活性の

ための予算となっております。

以上のことにより、議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算についての賛成討論

といたします。

○議長（梅原好範君） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１３号を採決します。

議案第１３号から議案第２８号までの表決は起立により行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第１３号 令和４年度京丹波町一般会計予算について、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。

（多数 起立）

○議長（梅原好範君） 起立多数であります。

よって、議案第１３号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第１４号 令和４年度京丹波町国民健康保険事業特別会計予算の討論を行いま

す。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

東君。

○５番（東まさ子君） それでは、議案第１４号 令和４年度京丹波町国民健康保険事業特別

会計予算に反対の立場で討論を行います。

令和４年度の国保税は据置きとなりましたが、コロナ禍の下、基金を活用して保険税の引

下げを行うべきであります。国の改正で就学前までの子どもの均等割負担が半額減額される

ようになりました。これは切実な住民の運動の成果であります。

さらに、町長は、高い保険税の要因となっている均等割と世帯割について公費１兆円を投

入して廃止するよう国に求めること。また、地方自治体が独自に行っております子ども、高

齢者、障害者、ひとり親家庭に対する医療費助成などの地方単独事業に対する国庫負担金減
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額措置は、直ちにやめるように国に求めるべきであります。

同時に、町長は、被保険者の実態を把握して、子育て世帯の負担を思い切って軽減するた

めに町独自の努力を上乗せして、子どもに係る均等割負担をなくすべきであります。

また、病院窓口での一部負担金の減免制度の周知をして、利用が進むように取り組むべき

であります。

以上、指摘をいたしまして、反対討論といたします。

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

森田君。

○１２番（森田幸子君） ただいま上程の議案第１４号 令和４年度京丹波町国民健康保険事

業特別会計予算について、賛成の立場から討論を行います。

ご承知のとおり、国民健康保険制度は、我が国の社会保障制度における国民皆保険の根底

を支えるものであります。

平成３０年度からの新制度では、都道府県が財政運営の責任主体として中心的な役割を担

うこととされ、市町村では、地域住民と身近な関係の中、資格管理、保険税率の決定、賦

課・徴収、保健事業等のきめ細かい事業を引き続き担うこととなっております。

令和４年度は、医療費の増加等の見込みにより、京都府への国民健康保険事業費の納付金

が３，１８２万１，０００円の増加となり、多額の財源不足が生じるところですが、財政調

整基金からの繰入金を計上し、被保険者等の税負担を考慮して、保険税を据え置く措置とさ

れたことを高く評価するものであります。

本町の保健事業は、被保険者数の減少や医療の高度化などによる医療費増加の傾向の中で、

厳しい事業運営が続いています。今後においては、引き続き国保財政安定のための財政支援

強化を京都府や国に対して強く求めていただきたいと思います。

ただ、このような厳しい状況下の中で、本町では、今日まで町民の命と健康を守るため、

特定健康診査事業の実施など疾病予防や健康づくりに積極的に取り組んでおり、町民の健康

維持増進と医療費の抑制に大きな効果を上げていると確信しています。これからも、より健

康無関心層も含めたさらなる疾病予防・健康づくり推進の取組が求められるところでありま

す。

今後とも医療費の適正化をはじめ、国保税収納率の向上による負担と給付のバランスを保

ち、将来にわたり安定した国保事業運営が図られることを期待して、賛成討論といたします。

○議長（梅原好範君） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１４号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第１４号 令和４年度京丹波町国民健康保険事業特別会計予算について、委員長報告

のとおり決することに賛成の方は起立願います。

（多数 起立）

○議長（梅原好範君） 起立多数であります。

よって、議案第１４号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第１５号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

東君。

○５番（東まさ子君） それでは、議案第１５号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療特別会

計予算に反対の立場で討論を行います。

令和４年度と令和５年度の後期高齢者医療保険料率の改定が行われました。均等割が５万

３，１１０円から５万３，４２０円に、所得割が９．９８％から１０．４６％に、賦課限度

額が６４万円から６６万円になります。

また、現在、７５歳以上の医療費の窓口負担は原則として１割ですが、１０月１日から全

国の７５歳以上の約１，８１５万人のうち、約３７０万人は２割負担が導入されます。７５

歳以上で年金などの年収目安が単身で２００万円以上、夫婦で３２０万円以上の人が対象に

なります。これにより、窓口負担は、年平均で約８万３，０００円から約１０万９，０００

円へと約２万６，０００円の負担が増えます。その分国費は２９０億円削減になります。１

０月１日の施行後３年間、令和７年９月３０日までは２割負担の対象となる方の措置が配慮

されます。こうした時限的な負担軽減や高額療養費制度があるとはいえ、負担増になるのに

は変わりはありません。

政府は、人口の多い団塊の世代が２０２２年度から７５歳以上になり始め、医療費が急増

するために高齢者の給付を見直し、財源を賄う現役世代の保険料負担を抑えるとしておりま

す。

しかし、２割負担化は、コロナ禍で精神的にも経済的にも疲弊をしている高齢者の負担増

による受診控えや疾病の重症化を招きかねず、現役世代が受ける負担軽減効果も僅か月額３

０円であります。高齢者の所得の８割は公的年金でありますが、その年金支給額も２０２２

年度より０．４％引き下げられます。高齢者の収入減少は生活水準の低下や受診抑制にもつ
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ながります。高齢者の暮らし、命、健康を守るために、後期高齢者医療費の窓口負担の２割

化の中止を求めるとともに、保険料の引上げは認められないことを指摘をいたしまして、反

対討論といたします。

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

松村君。

○１１番（松村英樹君） ただいま上程の議案第１５号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療

特別会計予算に賛成の立場で討論を行います。

この予算は、歳入歳出それぞれ２億８，７３９万４，０００円が計上されております。本

会計は、京都府後期高齢者医療広域連合の算定に基づく保険料を徴収し、広域連合に納付す

る収支となっております。広域連合で保険料率が２年ごとに決定され、第８期となる令和４

年度及び令和５年度の保険料率は、団塊世代が７５歳以上となり、被保険者が増加すること

で医療給付費の増加等が見込まれるため引上げ改定されたところです。

本町は、高い健康診断受診率を誇る一方、限られた財源の中で高齢者の保健予防の対応が

しっかりとなされています。今後におきましても、高齢者の疾病予防や重症化予防の取組を

推進し、医療費の適正化と健康寿命の延伸を図っていくことを期待して、賛成の討論といた

します。

○議長（梅原好範君） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１５号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第１５号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療特別会計予算について、委員長報告の

とおり決することに賛成の方は起立願います。

（多数 起立）

○議長（梅原好範君） 起立多数であります。

よって、議案第１５号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第１６号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

東君。

○５番（東まさ子君） それでは、議案第１６号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計

予算に対する反対討論を行います。



－３００－

介護保険制度は、第５の社会保険として２０００年にスタートをいたしました。介護保険

法の趣旨は、要介護状態となっても尊厳を保持し、その有する能力に応じ自立した日常生活

を営むことができるよう、必要な保健・医療サービス及び福祉サービスに係る給付を行うと

して出発をいたしました。こうした目的を持った介護保険制度は事あるごとに見直しがされ、

制度内容が次々と後退をしてきました。国による見直しは受益者負担を重くし、家族介護に

重心を置くことに制度を改悪し、介護を社会全体で担うとした介護保険制度出発の根幹をな

し崩しにするものであります。

特に、第７期介護保険事業計画で、市町村に総合事業としてボランティアなどの専門職で

ない人によるサービスの提供を可能にする法改正などを行い、しかも国がガイドラインを設

けて個別判断の余地をなくすなど、サービスは薄く負担は厚く、保険あって介護なしが一層

強まってきました。

今も申しましたように、介護保険制度の内容は改正されるごとに悪くなり、払いたくても

払えないほど保険料は高額となっております。介護保険料も国保税も引かれ、残った年金で

の生活は本当に大変であります。基金を活用して介護保険料の引下げに活用すべきでありま

す。

また、負担軽減のために一般会計からの支援が必要なことは言うまでもありません。介護

保険制度の本来の趣旨に基づき、誰もが安心してサービスが受けられるように国の責任の下、

介護保険制度を改善し、介護サービスを提供するべきであること。自治体としても加入者の

声をしっかり国に届けることを求めて、反対討論といたします。

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

畠中君。

○７番（畠中清司君） 議案第１６号に関わる賛成討論を行いたく思います。

議席番号７番、畠中清司です。

議案第１６号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計予算につきまして、賛成の立場

から討論を行います。

介護保険は、４０歳以上の加入者に納めていただく保険料と、国、都道府県、市町村から

の公費を財源として運営され、加入者が介護や支援を必要とするときに介護サービスを利用

する費用に充てることで、加入者とその家族を支える仕組みです。介護サービス等諸費、前

年対比２，００４万５，０００円増、高額介護サービス等費、前年対比２３４万６，０００

円増、全体として６４８万３，０００円増となっていますが、全体的な報酬の引上げなどに

よるものである。
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また、介護保険福祉用具購入費、介護保険住宅改修費等の費用補助があり、介護保険負担

限度額、居住費・食費の軽減制度、新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料減免

措置、介護保険サービス事業所の充実、住民に広く知っていただくための仕組みやサービス

の利用提供についてのパンフレットを作成して、１人でも多くの住民の方に利用していただ

く取組を熱心に行っている。保険料の段階も負担能力に応じた負担を求める観点から１１段

階になっています。このように、介護保険事業は、生活機能を改善、自立した日常生活を営

む等には必要である。

以上のことにより、幸せのまちづくりへのスタートアップ予算となることを期待して、議

案第１６号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計予算についての賛成討論といたしま

す。

○議長（梅原好範君） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１６号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第１６号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計予算について、委員長報告のと

おり決することに賛成の方は起立願います。

（多数 起立）

○議長（梅原好範君） 起立多数であります。

よって、議案第１６号は、委員長報告のとおり可決されました。

これより、コロナ対応のために暫時休憩に入ります。再開は１０時４５分とします。

休憩 午前１０時２９分

再開 午前１０時４５分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

次に、議案第１７号 令和４年度京丹波町下水道事業特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１７号を採決します。
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本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第１７号 令和４年度京丹波町下水道事業特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第１７号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第１８号 令和４年度京丹波町土地取得特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１８号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

○議長（梅原好範君） 議案第１８号 令和４年度京丹波町土地取得特別会計予算について、

委員長報告のとおり決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第１８号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第１９号 令和４年度京丹波町育英資金給付事業特別会計予算の討論を行いま

す。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

山﨑君。

○１番（山﨑裕二君） ただいま審議中の議案第１９号 令和４年度京丹波町育英資金給付事

業特別会計予算について、賛成の立場で討論を行います。

育英金制度は、旧丹波町の育英基金の設置及び管理に関する条例に基づき、１９８４年

（昭和５９年）から、実に３８年の長きにわたって続く給付型の奨学金です。当時のことを

詳しく知る方からは、町内の篤志家の方から多大なご寄附を頂いたことを端緒としていると

聞いています。
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毎年４０人の方に支給されてきたとしても、延べにして１，５００人ほどの有能な人材の

学びを経済的に支え、そして、育んできました。全国の類似制度にも比類ない、かつ先駆的

で脈々と受け継がれてきた、町が全国に誇る給付型の奨学金制度です。

さて、令和４年度当初予算において、本年度までの状況と比べて、次の２点の改善提案が

ありました。

第１に、近年、増加傾向にある町ふるさと応援寄附金の使途指定先の１つである「未来を

ひらく人を育てるまちづくり」ほかを財源として育英金の支給を実施するとした点です。

これによって、本年度末見込みで、およそ８６５万円までになっていた育英基金残高に関

しても、基金設立当時は想定不可能だったより現代的な形の寄附で、篤志家の方の思いを引

き継ぎ、涵養しながら、持続可能なものとして発展していく１つの道筋となったと評価しま

す。

第２に、同一世帯複数同時給付についても半額とせず、全額給付に改めるとした点です。

昨年度の給付実績においては、３９人中１４人の方、率にして４割弱、額にして５４万円分

が相当していました。

これまでの２人目以降が半額給付だったことは、全額給付の場合と較量して、有能な人材

の育成を後退・阻害していたと思料します。かかる点は、京都府奨学のための給付金では、

多子世帯における教育費負担が相対的に大きく、２人目以降の支援を手厚くする必要がある

との理由から、増額支給をしていることからも明らかであり、大きな課題でした。

同一世帯複数同時給付においても、個々の育英生について、全額給付に改めることにより、

町長が就任当初から打ち出している「教育と子育ての町」、「子どもを大切にする町」の理

念も、より鮮明なものになると評価します。

以上の２点を評価するとともに、町民の皆さんにとって、よりよい育英金制度として機

能・発展していくよう、議会議員として将来にわたって一層の監視・検証を続けていくこと

を表明し、賛成討論といたします。

○議長（梅原好範君） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第１９号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第１９号 令和４年度京丹波町育英資金給付事業特別会計予算について、委員長報告

のとおり決することに賛成の方は起立願います。
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（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第１９号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２０号 令和４年度京丹波町町営バス運行事業特別会計予算の討論を行いま

す。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２０号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２０号 令和４年度京丹波町町営バス運行事業特別会計予算について、委員長報告

のとおり決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第２０号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２１号 令和４年度京丹波町須知財産区特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２１号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２１号 令和４年度京丹波町須知財産区特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第２１号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２２号 令和４年度京丹波町高原財産区特別会計予算の討論を行います。
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最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２２号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２２号 令和４年度京丹波町高原財産区特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第２２号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２３号 令和４年度京丹波町桧山財産区特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２３号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２３号 令和４年度京丹波町桧山財産区特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第２３号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２４号 令和４年度京丹波町梅田財産区特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。
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これより議案第２４号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２４号 令和４年度京丹波町梅田財産区特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第２４号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２５号 令和４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２５号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２５号 令和４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計予算について、委員長報告のと

おり決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第２５号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２６号 令和４年度京丹波町質美財産区特別会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２６号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２６号 令和４年度京丹波町質美財産区特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）
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○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第２６号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２７号 令和４年度国保京丹波町病院事業会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２７号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２７号 令和４年度国保京丹波町病院事業会計予算について、委員長報告のとおり

決することに賛成の方は起立願います。

（全員 起立）

○議長（梅原好範君） 起立全員であります。

よって、議案第２７号は、委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第２８号 令和４年度京丹波町水道事業会計予算の討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

東君。

○５番（東まさ子君） それでは、議案第２８号 令和４年度京丹波町水道事業会計予算に対

し、反対の討論を行います。

京丹波町水道事業会計予算は、地方公営企業法に基づく企業会計に移行して６回目の予算

として提案されました。本町の水道事業は、本町が分水嶺の地域であることから、和知地域

と丹波・瑞穂地域と２つの水系から取水をしております。丹波・瑞穂地域は、畑川ダムから

の取水が中心になってきています。畑川ダムからの取水の目的は、開発団地などで５，００

０人も人口が増加する、また、町内の１１事業所と下山の工業団地で、合わせて日量５，０

００トンが必要だということで、丹波・瑞穂地域だけで１日当たり１万３，７２３トンが必

要であり、ダムからの取水が必要として下山に畑川ダムを建設をいたしました。

しかし、水確保が必要とした開発団地での人口５，０００人増も、工業団地への工場進出

も、町内の既存企業へ調査要望を求めたもので正確性に欠けるものでありました。しかも、

丹波・瑞穂地域の人口も大幅に減少しており、当初の見通しや計画は大きく破綻をしている

のにダムだけは推進をしてきました。
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今起こっている漏水は、既存の施設をしっかり維持管理することに重点を置かず、ダム建

設を最優先にお金も人も投入して取り組んできた結果であり、責任は重大であります。結局、

ダムを推進した為政者は誰も責任を取らない。結局、加入者である住民にその負担とツケが

押しつけられています。

京丹波町の人口は、合併時１万７，９３９人でありましたが、令和３年３月１日現在では

１万３，５６６人になっており、１５年３カ月で４，３７３人も人口が減少しております。

水源は、畑川ダムに依存するのではなく、既存の施設を大事に維持管理することにウエート

を置くべきであります。畑川ダムは、洪水調整を目的にすべきであります。

当初予算では、ダム関連対策事業として、測量設計監理業務等委託料が本年も２００万円

計上されました。ダム周辺整備事業は計画されておりますけれども、高齢化が進む中で、多

額の予算が必要となる施設が今町民にとって本当に必要な施設なのか。今必要なのは大規模

な整備事業ではなく、自然とダム湖畔を生かした事業とし、維持管理費用や地元に負担をか

けない事業とすべきであります。町民が納得できる取組にすることを強く求めるものであり

ます。水道事業は、地方公営企業法に基づく企業会計でありますが、経営の基本は、常に企

業の経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進するように運営されなければならないと

定めております。

本町は、高齢化率が高い町であります。少子高齢化でひとり暮らしや高齢者世帯が増加を

しております。現在の基本水量１０トンでは使用しない水の分まで料金として払っている状

況があります。しかも、水道料金は府下で２番目に高い料金であります。見直しが必要です。

使用水量５トン以下の戸数が全体の２８．５３％も占めております。この現状から見ても５

トンのランクを設けるべきであります。

また、水道の開栓・閉栓手数料が１回３，０００円と高額で、府下市町でも特異な料金で

あります。近隣市町と比べても１０倍であります。府下の市町で水道料金は２倍、手数料は

１０倍であります。公共料金が非常に高い。これが京丹波町の実態であります。若者は町外

に転出してはなりません。移住を推進しておりますけれども、公共料金が高くては移住の足

かせにもなります。見直しが必要であることを指摘するものであります。

飲料水は、生活になくてはならないものであります。ですので、民間ではなく、自治体が

責任を持って給水事業を行っているのであります。水道事業は必要不可欠なものです。しか

し、今進められようとしている水道事業の広域連携や共同化は民営化に道を開く重要な問題

であります。水道事業は、水需要の減少、水道施設の老朽化、人材不足など多くの課題があ

りますが、広域化や民営化では水道事業の課題解決にはなりません。広域化や民営化で地方
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自治体の役割を果たすことはできません。今、世界では、水道を民営化した弊害が次々と明

らかになっています。民営化は、住民自治体にとって百害あって一利なしのものであります。

このことを指摘して反対討論といたします。

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

居谷君。

○３番（居谷知範君） ただいま上程されております議案第２８号 令和４年度京丹波町水道

事業会計予算につきまして、賛成の立場から討論を行います。

まずもちまして、上下水道課全職員の皆様におかれましては、日々突発的に発生いたして

おります漏水対応、また、それに伴います給水活動に昼夜、平日・休日を問わず、ライフラ

インを守るという使命感、そして、住民の皆様にご迷惑とご不便をおかけしてはならないと

いう強い責任感の下に、鋭意ご対応いただいておりますことに対しまして敬意を表しますと

ともに、心から感謝を申し上げます。

当町の水道管の総延長は４８０キロメートルにも及び、その距離は京都駅から新幹線で東

へ向かえば東京駅、西に向かえば新山口駅を超える距離に相当します。このような中で、大

変厳しい財政状況ではありますが、来年度の当初予算におきましても、計画的な管路更新事

業や漏水箇所を早期に発見するための分岐管流量計設置工事、また、給水対応時に大きな威

力を発揮することが期待されます加圧式給水車の導入など、安定したライフラインを継続さ

せ、さらなる安心安全を目指す予算となっておりますことから、本予算に対する賛成討論と

いたします。

以上で賛成討論を終わります。

○議長（梅原好範君） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２８号を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

議案第２８号 令和４年度京丹波町水道事業会計予算について、委員長報告のとおり決す

ることに賛成の方は起立願います。

（多数 起立）

○議長（梅原好範君） 起立多数であります。

よって、議案第２８号は、委員長報告のとおり可決されました。
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《日程第２８、議案第２９号 令和３年度京丹波町一般会計補正予算（第９号）》

○議長（梅原好範君） 日程第２８、議案第２９号 令和３年度京丹波町一般会計補正予算

（第９号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

森田君。

○１２番（森田幸子君） ３点お伺いいたします。

初めに、３０ページ上段です。移住促進事業１，２２０万円のうち、下の明日のむら人移

住促進事業補助金ですが、これの減額の要因をお聞きいたします。

２点目は、４０ページの真ん中です。多面的機能支払交付金事業の、事業内容と減の要因

をお聞きいたします。

３点目、４４ページです。京丹波まるごと交流型観光推進事業の、下の段の看板設置工事

とか商工観光補助金について、減の要因をお聞きいたします。

以上です。

○議長（梅原好範君） 栗林にぎわい創生課長。

○にぎわい創生課長（栗林英治君） それでは、３０ページの移住促進事業の関係からご説明

をさせていただきます。

３０ページの移住促進事業につきましては、本年度、明日のむら人移住促進事業補助金で

ございますけれども、事業精査によりまして減額を行うものでございます。府の予算が確定

したことから、本年度事業実施ができなかった分については、翌年度実施をさせていただく

ということで、４件の移住者の方については、次年度で対応するということで考えていると

ころでございます。

それから、各地域振興会単位で作成いただいておるんですけれども、地域のＰＲをする取

組についても１件だけの実施であったということで、最終精査をいたしまして１，１８０万

円の減額ということになっております。

それから、４４ページの商工観光費のまるごと交流事業でございます。こちらにつきまし

ては、９月補正でお世話になりました国の誘客多角的事業でございますけれども、国の事業

予算が確定をしたことによりまして、今回、６００万円を減額させていただくということに

なっておるところでございます。こちらにつきましては、国の事業費が減額となったことか

ら、併せまして、補助金として対応する予定にしておったものを減額ということです。

それから、看板の関係でも、委託事業ということで項目を変えさせていただいたことから、
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看板設置工事のほうは減額をさせていただいたということでございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 大西農林振興課長。

○農林振興課長（大西義弘君） ４０ページの多面的機能支払交付金事業の関係でございます。

これにつきましては、農業・農村の有します多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共

同活動に係ります支援を行いまして、地域資源の適切な保全管理を推進することとしておる

ところでございます。

今回の減額につきましては、大きく分けて２点ございます。

１つ目には、活動を終了された瑞穂地区の２地区におきまして、瑞穂の広域協定のほうに

参加いただいて、また活動の再開を予定されておったところでございますけども、活動再開

を見送られたことによります減額が１点。

もう１点につきましては、国の予算の関係によりまして、長寿命化に係ります単価が本来

１００％で計算をしておったわけでございますけども、それが８４％交付になったというこ

とで減額をさせていただいたものでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１２番（森田幸子君） ３０ページの移住促進事業について、４件ということでお聞きしま

したが、大体１件に係る補助金はどれぐらいかかっているものなのか。

また、地域のＰＲというのはどのようにされているものなのかお聞きいたします。

○議長（梅原好範君） 栗林にぎわい創生課長。

○にぎわい創生課長（栗林英治君） まず、移住促進事業でございますけれども、空き家改修

ということで１件１８０万円の助成となっておるところでございます。

また、所有者の方の空き家流動化対策ということで、そちらにつきましては、家財家具の

撤去等を行うものについては１件１０万円となっております。

それから、地域でお世話になります地域受入体制整備事業というものがあるんですけれど

も、そちらについては、現在、各振興会なり集落を対象として、その地域の移住者に対する

ＰＲを行っていく冊子を作っていただいたり、ホームページを作っていただいたり、そうい

った活動に活用できるもので、１件当たり上限が５０万円という助成の単価になっておると

ころでございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありますか。
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山﨑君。

○８番（山﨑眞宏君） 繰越明許の中学校一般管理事業の２，４００万円余りの衛生器具の納

入の件についてお伺いいたします。理由をお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 堂本教育次長。

○教育次長（堂本光浩君） 繰越しの関係でございます。瑞穂中学校のトイレ改修工事を繰越

しをさせていただく件についてでございます。コロナ禍にありまして、世界的に衛生器具の

供給に影響があったというところで、昨年の１１月頃から若干回復の兆しが出てきたという

ことでありましたけれども、本年１月ぐらいから全国的にまん延防止措置となりまして、衛

生器具類の生産状況がより厳しさを増したということで、納期遅延の回復が見込めなくなっ

たということ。

それから、年明け直後、本町におきましても、３学期が始まってから町内の学校に新型コ

ロナウイルスの感染が相次ぎまして、最初に施工業者と学校との打合せができましたのは２

月に入ってからでございました。学校との調整の期間につきまして不測の事態が生じたとい

うことによりまして、衛生器具の発注自体も遅れたということで、間に合わなくなったとい

う理由をもちまして、繰越しをさせていただきたいというものでございます。

今後につきましては、学校運営に支障を来さない範囲内の中で早期に完成するよう努力を

してまいりたいというふうに考えておりますので、ご理解賜りたいと存じます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○５番（東まさ子君） １０ページの新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付

金ですが、この減収補塡金はどういう税に対する補塡金なのかお聞きをしておきたいと思い

ます。

それから、１４ページの地方創生臨時交付金２億３３万４，０００円であります。いろい

ろとコロナ禍の下で１年間事業をやってこられたということであります。その中で、令和４

年３月３１日までが申請期限となっておりました米価の値下がりに対する１反当たり４，０

００円の交付事業についてお聞きしたいのが１点。

それと同時に、前年度と比べて収入が３０％、２０％、１０％減額になったものに対する

補助金というのがありましたけれども、これも申請期限が令和４年３月３１日まで延長され

た経緯がありますけれども、現状どうなっているのかお聞きをしておきたいと思います。

それから、３６ページ、衛生費の中の時間外手当ということで１００万円。ほかの課にも

あるかもしれませんけども、時間外手当が１００万円となっておりまして、いろいろとコロ
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ナ禍の下で大変だったと思いますけれども、月８０時間、あるいは１００時間とかそういう

時間外勤務という状況はなかったのかどうかお聞きをしておきたいと思います。

それから、３０ページ、ホームページの運用管理事業ということで５０１万７，０００円

減額となっております。リニューアルをするということで委託をされていたのが減額となっ

ているわけでありますけれども、リニューアルというのはどういうふうにリニューアルをさ

れようとしていて、延期になって事業ができなかったのか。理由についてお聞きをしておき

たいと思います。

○議長（梅原好範君） 松山企画財政課長。

○企画財政課長（松山征義君） まず初めに、地方特例交付金につきましては、国が令和３年

度に限って措置をされました中小事業者等が所有する固定資産の軽減措置がございまして、

これに対応する部分で減収となった部分を減収補塡措置として収入するものでございます。

それと、飛びますけども、ホームページにつきましては、予算を上程させていただいて、

議決をいただいて、今年リニューアルに向けた作業を実施しております。今回、減額という

のは、年度末ということで事業精査によるものということで、一定この額でホームページの

リニューアルを実施をしているというところでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） 大西農林振興課長。

○農林振興課長（大西義弘君） １４ページの地方創生臨時交付金に関係しての米価下落等の

状況でございます。

まず、米価下落の給付金の関係でございますけども、先ほどございましたように、３月１

５日を期限とさせていただいていたところでございます。これにつきまして、現在、７８４

件申請を頂いているところでございまして、現在、滞納等の状況を調査をしておる状況でご

ざいます。既に支払い等については３回交付をさせていただいてるところでございます。

続きまして、農業者等の支援給付金の関係でございます。これにつきましても、期間を延

長させていただきまして、３月１５日までの申請とさせていただいていたところでございま

す。現在まで４５件の申請を頂いておるところでございまして、これにつきましても、現在、

最終の滞納状況等の確認をさせていただいてるところでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） ３６ページの人件費１００万円につきましては、昨年の４月から

１２月の実績、また、今年に入って１月から３月までの見込みを基に算出させていただいた
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わけでございます。ご案内のとおり、この増額分につきましては、ワクチン接種が影響して

いるものというふうに考えておるところでございます。しかしながら、月４５時間とか年３

６０時間、こういった勤務上の上限時間をワクチン接種によって超えたものはございません。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 山﨑君。

○１番（山﨑裕二君） ９ページ、１０ページの歳入、地方交付税の特別交付税に関わってで

す。今回、５，０００万円を増額して５億５，０００万円というふうになりましたが、３月

１８日に特別交付税交付額が決定しているかと思います。全国では７．９％増、京都府の町

村では８．０％増といったところが統計資料から見て取れるんですが、本町でも多かったと

いうふうに聞き及んでいますが、今回、交付総額は幾らになったのか。分かりましたら答弁

を求めます。

○議長（梅原好範君） 松山企画財政課長。

○企画財政課長（松山征義君） 特別交付税でございます。結論といたしまして、本町につき

ましては、今年は伸び率７％でございました。交付総額が６億１，２１７万７，０００円と

いうことでございました。

以上です。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

山﨑君。

○１番（山﨑裕二君） ただいま審議中の議案第２９号 令和３年度京丹波町一般会計補正予

算（第９号）について、１億円の減債基金積立事業に着目して賛成討論を行います。

２００５年（平成１７年）１０月１１日、丹波町、瑞穂町、和知町の３町が合併し、京丹

波町が誕生し、本年度で１７年目を迎えました。

合併後の広域的課題、一体性の醸成、均衡ある発展や過疎地域の自立促進に向けたハー

ド・ソフト事業整備の取組を行う中や、並行して、本来なら交付税算入すべき金額の一部に

ついて、町が起債することによって補塡し、財源を確保する中、今年度末残高見込みで、合
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併特例債を含む一般単独事業債が６６億８，２００万円、過疎対策事業債が３９億５００万

円、臨時財政対策債が４０億６，４００万円など、一般会計における地方債残高はおよそ１

５９億２，２５０万円と増加をたどってきました。

近年では、地域拠点施設、道の駅味夢の里整備に係る過疎対策事業債の起債についての据

置期間が終わり、令和元年度より本格的な元利償還が始まっています。さらには、新庁舎建

設やこども園開設に伴う合併特例債の起債についても、令和７年度より本格的な元利償還が

始まります。

合併後、課題であった施設整備などのハード事業については、一定のめどが付いたことに

より、今後においては、地方債発行を抑制していくとともに、財政負担軽減の取組として、

一部の地方債を予定の償還期日より早く返済していくこと、いわゆる繰上償還を継続的に行

っていくことが重要です。

今年度、減債基金１億円を繰り入れ、２億円の繰上償還を行いました。さらに、本補正予

算において、歳入歳出の状況から、当初の計画を１年前倒しし、減債基金へ１億円（今年度

末残高見込みでおよそ１億９，１００万円）積み立てることによって、来年度以降の構えと

備えを行う体制となっています。

具体的には、今年度の２億円の繰上償還と１億円の減債基金積立に続いて、令和６年度、

令和８年度、令和１０年度に１億円ずつ減債基金を計画的に積立てし、年度が前後しますが、

令和５年度、令和７年度、令和９年度、令和１１年度には１億円の繰上償還財源を確保する

とともに、同年度、２億円ずつ、今年度分を合わせて計１０億円、補償金の支払いが発生せ

ず、借入れの有無や多寡にかかわらず、後年度、国が定めた一定の基準に基づいて、交付税

措置のある臨時財政対策債の繰上償還を行うことによって、実質公債費比率の分子に相当す

る交付税算入分を差し引いた実質的な公債費相当額を減らし、起債許可団体となる３か年平

均１８．０％から遠ざけていく計画であるとの説明を受けています。

以上、減債基金１億円を前倒し積立てしようとする本補正予算が、今後において計画する

継続的な繰上償還と一体的に機能することで、財政健全化に大きく寄与するものと評価しま

す。あわせて、町民の皆さんの立場で、持続可能な行財政運営となるよう、議会議員として

将来にわたって一層の監視・検証を続けていくことを表明し、賛成討論といたします。

○議長（梅原好範君） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第２９号を採決します。
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議案第２９号 令和３年度京丹波町一般会計補正予算（第９号）を原案のとおり決するこ

とに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第２９号は、原案のとおり可決されました。

《日程第２９、議案第３０号 令和３年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）》

○議長（梅原好範君） 日程第２９、議案第３０号 令和３年度京丹波町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） 補正予算（第２号）におきましては、基金に２，７００万円余りを積

み立てるものであります。毎年、歳入歳出、収支の差引きが出るわけでありますけれども、

これは黒字になればずっと基金に積み立てていく方針なのか。コロナ禍の下でありますので、

繰越しにして来年度の予算に算入するということは考えられないのかお聞きをしておきたい

と思います。

○議長（梅原好範君） 久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） 令和３年度におきましては、収支が改善したということになりま

すが、これにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響があったというふうに見てお

ります。京都府への納付金につきましても、令和２年度比で約２，７００万円の支出が減っ

たということになります。その分を逆に２，７００万円積み立てるということにつながるわ

けなんですけども、令和３年度に対しまして令和４年度は、納付金が逆に上がってきており

ます。約３，２００万円ほど令和３年度に対して上がってきております。それは令和３年度

の納付金が少なかったと、令和４年度の納付金、３，２００万円ほど増加した分がほぼ例年

どおりの納付金になるのではないかというふうに見ておりまして、最終的に収支はそれほど

好転はしないだろうというふうに思っておりまして、予算上におきましても、令和４年度の

予算では約５，０００万円ほどの基金繰入れをやっております。お尋ねの繰越金で翌年度の

財源にということですけども、今後はかなり苦しい状況の中での対応になるということで、

そういうことはかなり難しいというふうに思っております。
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以上です。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３０号を採決します。

議案第３０号 令和３年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を原案

のとおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３０号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３０、議案第３１号 令和３年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３０、議案第３１号 令和３年度京丹波町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。
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これより議案第３１号を採決します。

議案第３１号 令和３年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を原案の

とおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３１号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３１、議案第３２号 令和３年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第３

号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３１、議案第３２号 令和３年度京丹波町介護保険事業特別会

計補正予算（第３号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） 介護保険につきましても、基金積立ということで２，２５９万９，０

００円の積立てがされているわけであります。国保よりも介護保険につきましては、３年間

の期限をくくった事業計画に基づき、保険料も算定して徴収をしているわけでありますので、

来年度もう１年残しますけれども、介護保険の黒字分こそ次期の９期に回すべきだというふ

うに思っております。来年度、令和５年度がどうなるか分かりませんということですけれど

も、３年刻みで事業計画を評価し、余った分については次年度へ繰越すということは、介護

保険事業では認められているのではないかと思いますけれども、見解をお聞きしておきたい

と思います。

○議長（梅原好範君） 岡本福祉支援課長。

○福祉支援課長（岡本明美君） 基金の考え方でございますけれども、今議員からございまし

たように、介護保険料といいますのは、３年ごとに見直しということになっております。こ

のたび、現在の第８期の保険料を算定するに当たりましては、一定介護報酬の伸び等が見込

まれまして、１人当たりの保険料も増額が見込まれましたけれども、やはりそこは負担の公

平性ということも考えまして、基金を繰り入れるということを前提に第８期の介護保険料を

算定させていただいたところでございます。

結果としまして、今回、調整交付金の増額を補正で上げさせていただいておりますけれど

も、そういった算定を見込めなかった部分の増額がございまして、今回、２，０００万円余
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りの基金積立の増額ということで計上をさせていただいております。

次期計画につきましては、これからの算定となりますが、介護が必要となる方が今後増え

てくる見込みがありますのと、また、保険料を納めていただく方につきましては、人口減少

ということでだんだん減ってくるということが予測されます。そういったことも考慮をしま

して、第９期に向けた介護保険料の算定をさせていただく中で、基金の活用については検討

をさせていただきたいと考えております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３２号を採決します。

議案第３２号 令和３年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）を原案のと

おり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３２号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３２、議案第３３号 令和３年度京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第３号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３２、議案第３３号 令和３年度京丹波町下水道事業特別会計

補正予算（第３号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。
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最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３３号を採決します。

議案第３３号 令和３年度京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第３号）を原案のとお

り決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３３号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３３、議案第３４号 令和３年度京丹波町育英資金給付事業特別会計補正予算（第１

号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３３、議案第３４号 令和３年度京丹波町育英資金給付事業特

別会計補正予算（第１号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３４号を採決します。

議案第３４号 令和３年度京丹波町育英資金給付事業特別会計補正予算（第１号）を原案

のとおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。
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よって、議案第３４号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３４、議案第３５号 令和３年度京丹波町町営バス運行事業特別会計補正予算（第２

号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３４、議案第３５号 令和３年度京丹波町町営バス運行事業特

別会計補正予算（第２号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

東君。

○５番（東まさ子君） 町営バス運行事業であります。令和４年度の予算のところでも聞いて

おられた方があったかも分かりませんが、日吉線の路線についてであります。南丹市の日吉

まで路線が行っているわけでありますけれども、この利用状況は、明治鍼灸の病院への利用

が多いのか。胡麻が多いのか。日吉駅が多いのか。それとも実勢と丹波マーケスへの利用が

多いのか。その状況分析というのはされておりましたらお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 栗林にぎわい創生課長。

○にぎわい創生課長（栗林英治君） 状況でございますけれども、日吉線につきましては、手

元に正確な数字を持ち合わせておりませんけれども、過日にもお答えをさせていただきまし

たように、現在、分析をしておりますと、みのりが丘と丹波マーケス間の利用が一番多くな

っていたところでございます。鍼灸病院や日吉駅、胡麻駅等へも乗車はございますけれども、

一番多い乗車につきましては、みのりが丘、丹波マーケスというのが一番多いような状況に

なっているところでございます。

以上でございます。

東君。

○５番（東まさ子君） 今回、燃料費ということで補正もされているわけでありますけれども、

前の議会の中では、町域外の運行でありますので、南丹市から少し支援ももらったらいいの

ではないかというような意見もあったりしました。京丹波 味夢の里のホテルですけれども、

どういう状況になってるかちょっと分からないですけれども、ホテルの利用者の状況はどう

なのか。また、南丹市の支援というのはどうなのかお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 栗林にぎわい創生課長。

○にぎわい創生課長（栗林英治君） まず、ホテルの利用者の状況でございますけれども、新
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型コロナの影響を受けておりまして、まん延防止や緊急事態宣言が出ていない状況のときに

は、結構、宿泊利用者の方もあったわけではございますけれども、しかしながら、またまん

延防止等が出された影響によりまして、正確な数字は今手元にございませんので言えません

けれども、減少をしているような状況でございます。

あわせまして、町営バスの利用でございますけれども、ホテルへの来訪者の利用も若干は

あるわけではございますけれども、先ほど申し上げましたとおり、日常利用の丹波マーケス

やみのりが丘の乗車人数が一番多いというような状況になっているところでございます。

また、南丹市営バスとの連携、南丹市からの支援という部分については、今後、検討して

いかなくてはならないのかなというように考えております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３５号を採決します。

議案第３５号 令和３年度京丹波町町営バス運行事業特別会計補正予算（第２号）を原案

のとおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３５号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３５、議案第３６号 令和３年度京丹波町須知財産区特別会計補正予算（第１号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３５、議案第３６号 令和３年度京丹波町須知財産区特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３６号を採決します。

議案第３６号 令和３年度京丹波町須知財産区特別会計補正予算（第１号）を原案のとお

り決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３６号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３６、議案第３７号 令和３年度京丹波町高原財産区特別会計補正予算（第１号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３６、議案第３７号 令和３年度京丹波町高原財産区特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３７号を採決します。

議案第３７号 令和３年度京丹波町高原財産区特別会計補正予算（第１号）を原案のとお

り決することに賛成の方は挙手願います。
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（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３７号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３７、議案第３８号 令和３年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３７、議案第３８号 令和３年度京丹波町桧山財産区特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３８号を採決します。

議案第３８号 令和３年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）を原案のとお

り決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３８号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３８、議案第３９号 令和３年度京丹波町梅田財産区特別会計補正予算（第１号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３８、議案第３９号 令和３年度京丹波町梅田財産区特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。
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これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第３９号を採決します。

議案第３９号 令和３年度京丹波町梅田財産区特別会計補正予算（第１号）を原案のとお

り決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第３９号は、原案のとおり可決されました。

《日程第３９、議案第４０号 令和３年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計補正予算（第１

号）》

○議長（梅原好範君） 日程第３９、議案第４０号 令和３年度京丹波町三ノ宮財産区特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第４０号を採決します。

議案第４０号 令和３年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計補正予算（第１号）を原案のと

おり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）
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○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第４０号は、原案のとおり可決されました。

質疑の途中ですが、これより暫時休憩に入ります。再開は１３時１５分とします。

休憩 午前１２時００分

再開 午後 １時１５分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

《日程第４０、議案第４１号 令和３年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第２号）》

○議長（梅原好範君） 日程第４０、議案第４１号 令和３年度国保京丹波町病院事業会計補

正予算（第２号）を議題とします。

これより質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第４１号を採決します。

議案第４１号 令和３年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第２号）を原案のとおり

決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第４１号は、原案のとおり可決されました。

《日程第４１、議案第４２号 令和３年度京丹波町水道事業会計補正予算（第２号）》

○議長（梅原好範君） 日程第４１、議案第４２号 令和３年度京丹波町水道事業会計補正予

算（第２号）を議題とします。

これより質疑を行います。
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質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第４２号を採決します。

議案第４２号 令和３年度京丹波町水道事業会計補正予算（第２号）を原案のとおり決す

ることに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第４２号は、原案のとおり可決されました。

《日程第４２、発委第１号 京丹波町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について～

日程第４３、発委第２号 京丹波町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について》

○議長（梅原好範君） 日程第４２、発委第１号 京丹波町議会委員会条例の一部を改正する

条例の制定についてと、日程第４３、発委第２号 京丹波町議会議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを一括議題とします。

本件について、提出者の趣旨説明を求めます。

西山議会運営委員長。

○議会運営委員長（西山芳明君） それでは、発委第１号 京丹波町議会委員会条例の一部を

改正する条例の制定について、趣旨説明を行います。

令和４年４月１日からの本町の行政組織の一部改編による京丹波町部設置条例の制定及び

京丹波町課設置条例の廃止に伴い、新旧対照表でお示しのとおり、京丹波町議会委員会条例

第２条第１項第１号に規定する総務産建常任委員会の所管につきましては、「企画財政課、

総務課、税務課、農林振興課、にぎわい創生課、土木建築課、上下水道課の所管に関する事

務及び他の常任委員会の所管に属しない事務」を、「総務部、産業建設部の所管及びそれら
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に関連する事務並びに他の常任委員会の所管に属しない事務」に改め、第２号に規定する教

育福祉常任委員会の所管について、「住民課、福祉支援課、健康推進課、こども未来課、医

療政策課、教育委員会の所管に関する事務」を、「健康福祉部、教育委員会の所管及びそれ

らに関連する事務」に改めるものでございます。

以上、京丹波町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定についての趣旨説明とさせて

いただきます。

引き続きまして、発委第２号 京丹波町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、趣旨説明を申し上げます。

新旧対照表でお示しのとおり、人事院勧告によります一般職の給与改定に準じ、町の特別

職と同様に年間の期末手当を０．１月分引き下げ、６月支給分において０．０５月分、１２

月支給分で０．０５月分を引き下げるものであります。

また、令和３年１２月に支給された期末手当の引下げ相当額を令和４年６月支給分から減

ずることとし、附則に規定しております。

以上、京丹波町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の

制定についての趣旨説明とさせていただきます。

ご賛同いただきますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（梅原好範君） 以上のとおりであります。

これより、発委第１号 京丹波町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定についての

質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより発委第１号を採決します。

発委第１号 京丹波町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定についてを原案のとお

り決することに賛成の方は挙手願います。
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（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、発委第１号は、原案のとおり可決されました。

次に、発委第２号 京丹波町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例の制定についての質疑を行います。

質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより発委第２号を採決します。

発委第２号 京丹波町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてを原案のとおり決することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、発委第２号は、原案のとおり可決されました。

《日程第４４、閉会中の継続調査について》

○議長（梅原好範君） 日程第４４、閉会中の継続調査についてを議題とします。

議会運営委員会、総務産建常任委員会、教育福祉常任委員会の各委員長から所管事務のう

ち、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付のとおり、閉会中の継続調査の申出があ

ります。

お諮りします。

各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることでご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

よって、各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決まりました。
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以上で、本日の議事日程並びに本定例会に付議された事件は全て議了しました。

よって、本日の会議を閉じ、令和４年第１回京丹波町議会定例会はこれをもって閉会いた

します。

閉会 午後 １時２６分



－３３１－

地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。

京丹波町議会 議 長 梅 原 好 範

〃 署名議員 畠 中 清 司

〃 署名議員 山 﨑 眞 宏


